
掲載数 60

地区 学年 教科等 テーマ 内　容
参考事項（講師・教材

等）

1 川崎市 中１
総合的な
学習の時

間

人権教育
「なぜ命が大切
なのか」

　横浜国際人権センターから講師を招いて、人権についてご講演をいただいた。中１を対
象に「なぜ命が大切なのか」について経験談を基にお話をいただいた。ルワンダ紛争につ
いての映像を観て、紛争の悲惨さを目の当たりに命の尊さに気づく様子が見られた。講演
終了後には自分だけではなく、人の命を大切にしたいと感想をもつ生徒が多くいた。

講師は横浜国際人権セ
ンターの職員

2 川崎市 中複合
総合的な
学習の時

間
防災教室

　防災訓練と防災教室を実施し、身の安全の確保や避難経路の確認をした。
　地震発生のアナウンスが流れると素早くシェイクアウトし、机の下に隠れ、頭を守るこ
とが意識できていた。避難の際も素早く落ち着いて廊下に並び、グラウンドまで避難でき
た。
　講演の中では、「自分を助ける」「家族との集合場所を決めておく」「家族との連絡方
法を決めておく」「水・食べ物・体温を確保する」といった話があり、生徒は真剣に耳を
傾けていた。また、防災時に役立ち、すぐに手に入る防災グッズの紹介もあった。
　いつ大きな地震がきてもおかしくないと言われている今日、「災害は日常の延長にあ
る」ということを一人一人が意識し、防災意識を高める機会にできた。

全学年で実施。

3 川崎市 中３
総合的な
学習の時

間

平和学習
【私の平和宣言】

　「平和」をより良く生きることととらえ、平和な社会の実現に向けて大切なことを考え
話し合う活動をおこなった。その後、自分達が今後どのように生きていくかを平和宣言に
まとめた。その中で、「互いを尊重すること」、「あたり前の日常に感謝すること」「自
分の命を大切にすること」など、多くの意見が出された。一人一人がかけがえのない存在
であることを実感でき、だから自分も友達も大切にしていかなければいけないということ
を考える機会となった。

平和宣言を書くまでに活用
した資料
ヒロシマに関する絵本
映画「この世界の片隅に」
歌「ヒロシマの有る国で」
川崎市平和館（川崎大空
襲）

4 川崎市 中１
総合的な
学習の時

間

平和学習
【いじめ撲滅宣言】

　平和学習の一環で、身のまわりの「平和」について考える学習をおこなった。みんなが
楽しく学校生活を送るためには、いじめはあってはいけないことであることを、事例を上
げ、学年集会で考えた。その後、各クラスで「私のいじめ撲滅宣言」を書き、いじめが行
われている場面で自分に何ができるかや、いじめのないクラスにするために大切なことを
考える授業をおこなった。

令和３年度　いのちの授業　事例集（中学校）【総合的な学習の時間】



5 川崎市 中複合
総合的な
学習の時

間

多様な性につい
て

　男女のイメージについてイラストをもとに自分の考えをまとめた後、多様な性の当事者
の出演するDVDを視聴した。多様な性を学び、いろいろなものの見方や考え方があり、そ
れを尊重しようとする態度の育成を目指した。DVDの中の当事者たちの話に生徒たちは考
えさせられる場面が多く、差別や偏見、命について考えることができた。

使用教材「多様な
性ってなんだろう？」

6 川崎市 中１
総合的な
学習の時

間

子どもの権利条
約

　権利とは何かを考えた後、DVDを視聴した。日本だけではなく、他国の人権を知ること
で、より深く自分たちの権利について考えることができた。その後、子どもの権利条約に
ついて例をもとに考え、生徒によっては初めて知る条例もあり、驚きもあった様だった。
条例の中で一人一人が大切にしたいと思ってる条例をあげ、班やクラスでそれを共有する
ことで条例の違いや大切さを学ぶことができた。

「子どもの権利学習」
権利カード

7 川崎市 中２
総合的な
学習の時

間
　ＣＡＰ研修

　ＣＡＰ(子どもへの暴力防止)プログラムを実施。
【１日目】①暴力の定義と権利(基本的人権)について
　②知らないおとなからの性暴力③いじめ
【２日目】①体罰および男らしさ、女らしさ②動いて選択
　③知っている人からの性暴力④気持ちを話す、聴く
　感想からいじめについて思うことが多く、人間関係に気を遣い、敏感な生徒が多いこと
がうかがわれた。慣れたせいか２日目の活動はより積極的であった。

事業受託者
認定ＮＰＯ法人
エンパワメント
　　　　　かながわ

8 相模原市 中１
総合的な
学習の時

間

共生社会を目指
す日本～障がい
に対する理解～

　東京パラリンピック開催を契機に世界で始まった人権運動キャンペーン「WEthe15」の
活動やパラリンピック開閉会式でのスピーチを題材として、世界規模での障がいに対する
理解を学び神奈川県が提唱する共生社会の実現に向け考えを深めた。

youtube動画(パラリン
ピック開閉開式スピー
チ)

9 相模原市 中複合
総合的な
学習の時

間

「いのちについ
て」

　講師の先生をお招きし、命についての講義をしていただいた。生命の誕生について、資
料を用いてわかりやすく話していただいた。何人かの学園生は赤ちゃんの模型を抱っこし
たりと興味を持って講義に取り組むことができた。

講師は相模原市学校保
健師

10 相模原市 中１
総合的な
学習の時

間

保健「性について
の正しい情報・知
識を得るための方
法を身につける」

　事前にアンケートを取り、性に関する知識がどのくらいあるのかを確認した。学園生に
よって知識に偏りがあったが、正しい知識や正しい知識を得るための方法について学ぶこ
とができた。性に関して知ることは自分自身と相手を守ることに繋がるという意識を持つ
ことができた。

11 横須賀市 中１
総合的な
学習の時

間
防災教育

　日本赤十字社の防災プログラムを活用して、基礎知識から生活環境への応用へと指導案
をつくった。コロナ渦ということもあり、個人で基礎知識などの定着、制限をかけた中で
グループごとに討議を行った。また、災害時にあるものでつくることができる「新聞紙ス
リッパ」の工作も行った。どのような場面で活用ができるかで思考を促すことができた制
作になった。

青少年赤十字防災教育プ
ログラム
「まもるいのち
　ひろめるぼうさい」



12 横須賀市 中１
総合的な
学習の時
間

防災教育
「住んでいる地
域の危険地帯を
知る」

　自分が住んでいる地域のハザードマップを使い、災害が起きた時の逃げ道について考え
た。紙地図に自宅と中学校の場所を明記し、いつもの通学路を書き加えた。さらに、塾な
どでよくとおる道にも印をつけた。その後横須賀市のホームページに掲載されているハ
ザードマップを見て、自分の家の周りの危険区域を調べた。津波ハザードマップと土砂災
害警戒区域を重ね合わせることで、自分の住んでいる場所のどこが安全で、どこが危険か
を知ることができた。また、作成した地図をもとに、災害が起こった時にどのような行動
をとれば助かる可能性が高いか考えることができた。

（参考資料）
横須賀市横須賀市津波
ハザードマップ、土砂
災害警戒区域ハザード
マップハザードマップ

13 横須賀市 中複合
総合的な
学習の時
間

防災教育
「災害にあった
らどうすればよ
いか考える」

　防災訓練の前に事前学習として動画視聴を行った。実際に震災に会い避難所生活を経験
した小学生のインタビュー動画をみて、避難所生活について詳しく知ることができた。こ
とができた。また、動画を視聴していく中で、「もし自分が災害に会って避難所生活に
なったら。」「自分が災害に会ったときこの小学生と同じ行動がとれるだろうか。」な
ど、自分事に置き換えて考えることができる生徒もいた。最後に防災訓練で防災倉庫の見
学に行ったが、授業と訓練を通して災害に会う前に自分たちにできること、災害に会った
後できることを真剣に考えることができた。

（参考資料）
熊本地震を体験した小
学生のインタビュー動
画

14 横須賀市 中１
総合的な
学習の時
間

防災について
～自分ができる
こと～

　地域の防災、特に消防について現状や中学生への願いをお話しいただいた。その後、
ロープの結び方（ロープワーク）や三角巾の扱い方など実践を交えて講習を受けた。

講師：学校評議員

15 湘南三浦 中３
総合的な
学習の時
間

防災教育

　学校における防災教育のねらいとして、避難訓練では「災害時における危険を認識し、
日常的な備えを行うとともに、状況に応じて、的確な判断の下に、自らの安全を確保する
ための行動ができるようにする」ことがあげられる。防災教室では、「災害発生時及び事
後に、進んで他の人々や集団、地域の安全に役立つことができるようにする」ことを学ぶ
ことで地域に貢献する人材の育成を図るとともに、いのちの大切さについて考えた。

鎌倉市社会福祉協議会
教養センター所長

16 湘南三浦 中２
総合的な
学習の時

間

防災教育
疑似喪失体験プ
ログラム

　関西学院大学の教授と命のかたりべの方によるプログラム。東日本大震災の際に体験し
た家族との別れを聞きながらで、自分の大切なものが失われていくことを疑似体験した。
災害を自分事としてとらえ、その日、その時、突如として失われる命について考えさせ
た。
　このプログラムを受けて、多くの生徒が失うということがどういうことなのかを感じ、
日々の何気ないことがありがたいということに気付いた。

講師
・関西学院大学教授
・命のかたりべの方



17 湘南三浦 中２
総合的な
学習の時
間

防災教育
中外製薬プログ
ラム

　中外製薬の協力を仰ぎ、防災グッズを実際に体験して、避難所の生活をシュミレーショ
ンするプログラム。
　段ボールベッドや仮説トイレなど、さまざまなストレスにさらされる中で、いかにして
協力し、共生して行くべきなのかを考える。
障がい者や高齢者、女性などの様々な視点に目を向けて、災害時の支え合いが命の支え合
いとなることを学ぶ。生徒はトイレの設置場所や衛生面、避難物資の配給方法などについ
て熱心な姿勢で考えていた。

協力企業
中外製薬
関東学院大学

18 湘南三浦 中３
総合的な
学習の時
間

健康教育（生命
の尊重）

　性に関する知識を正しく理解し、行動する技術を学んだ。

ヘルスプロモーション推進
センター代表　

市民健康課

19 湘南三浦 中３
総合的な
学習の時

間
平和学習

　①事前学習として、原子爆弾が落とされた背景から、原爆について、その後など全般に
わたり、社会科教諭から、リモートで全クラス一斉授業が行われた。
　②長崎から被爆者の講師とリモートで全クラスをつなぎ、講演を聴いて、質疑・応答、
その後感想を書いてまとめた。

プリント
講師（長崎で被爆され
た方）

20 湘南三浦 中３
総合的な
学習の時

間

自分も相手も大
切にする性教育

　ご自身の「文句ばかりだった高校生活」を「楽しい毎日」に変えてくれた友達の言葉や
さまざまな出会い、そこから「誰かの役に立ちたい」という思い、「自分と相手を大切
に」実例や実験を入れながら、性についてわかりやすく教えていただいた。女性の生理に
ついての話、強い立場を利用して同意させるのは間違い等、様々な話はあったが、一貫し
て相手のことを考えて行動できる大人になる準備のための話として、生徒が真摯に受け止
めていた。

医師

21 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

防災訓練
「設備の確認と
災害の体験」

　災害時は、学校が避難所となる。そのような状況下で生徒が地域の方を案内することが
できるよう、備蓄庫の位置や内容、仮設トイレが建つ場所を実際に確認した。また、消防
署の職員の方に来ていただき、消化器体験と起震車体験を行った。消化器は全員、起震車
は各クラス代表者10名が体験した。この体験を通して、生徒は「消火器の使い方が思った
よりも簡単であったこと」や「震度7の揺れでは立つことができず、左右に大きく振られ
てしまう」といった感想を持ち、災害が起きたときの行動について明確に想像することが
できた。

講師は防災に詳しい、消
防署の職員。
起震車や消化器など実際
に体験することで、災害
時の行動についてより理
解できた。

22 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

防災教育
「緊急災害(地
震)時の行動につ
いて」

　大学の教授をお招きし、１学年の各クラスで防災授業を行った。授業の前半は、地震の
基本的な知識を学んだ。日本で生活するには地震は決して切り離せないものであるため、
あらゆる想定をする必要があることを生徒は理解した。また授業の後半では、グループ
ワークを行い、学校内の様々な場所で地震時に起こりうる危険について話し合った。それ
ぞれの班が担当した場所に潜む危険と、それを防ぐための行動について生徒同士が対話を
し、答えを導き出した。

講師は防災の研究をさ
れている大学教授。



23 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

平和人権学習
｢沖縄戦を通して
学ぶ戦争の実態､
命の尊さ､人の生
き方｣

　苛烈な沖縄戦を体験した兵士の経験を通して、太平洋戦争、特に沖縄戦の実態、兵隊同
士や地元の人々との交流、生命の尊重、平和の意味などについて学んだ。体験者本人の娘
さん（父の体験を継承する活動をしている）を講師に招いた講演会で、腹話術の人形を使
いながら問答形式で話を進めていった。多くの生徒が身近な感覚で戦争を捉え、平和やい
のちのあり方について深い思考を巡らすことができた。また、事前学習として教材の朗読
会とＮＨＫスペシャル｢沖縄戦｣･同じくＮＨＫ制作｢夏服の少女たち｣の視聴を実施した
後、講演会を行った。更に今回の学習の中から出てきた疑問について事実を調べたり、答
えを想像し思考する形でレポートを作成した。

講師　元善行中保護者
（父の戦争体験を伝える
活動をしている）　
１学年
　社会、総合、道徳
教材｢夏服の少女たち｣｢
ＮＨＫスペシャル沖縄
戦｣「今なお屍と共に生
きる」

24 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

ジュニアライフ
セービング教室

　海の危険について、ライフセーバーの仕事、セルフレスキュー、中学生の心肺蘇生法等
をプロジェクターを使用して説明した。適宜、質問やクイズ等を入れながら、興味を持ち
ながら学習を深められるよう工夫した。。

ライフセーバー

25 湘南三浦 中複合
総合的な
学習の時

間

防災教育
「地震から命を
守る」

　全校生徒が、自分が住む地区ごとに分かれ自治会役員の方々より、それぞれの地区での
防災計画について、災害発生時に中学生に期待することなどについて話を聞いた。その
後、「東海地震注意情報発令」を想定し、各自治会の方、本校地区別担当職員が誘導し
て、生徒たちは地区別に集団下校を行った。その際、通学路の安全、危険箇所の確認をし
ながら歩き、周辺の避難場所、防災備蓄倉庫の場所と倉庫内の物品についても説明を聞い
た。自治会の方々が関わっていただいたことで、生徒たちは、防災意識をさらに高めるこ
とにつながった。

片瀬市民センター
地域自治会

26 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

平和教育
「阪神・淡路大
震災慰霊」

　1995年１月17日に発生した阪神・淡路大震災発生直後の様子などについて、当時から被
災者支援などの活動を行っている講師の方より災害映像を交えて話を聞いた。その後、毎
年行われている「犠牲者追悼のつどい」において使用されるロウソクに生徒一人ひとりの
思いや願いを書いた。27年前に起きた災害であるため、生徒自身は詳細を知らないため、
語り継ぐことの大切さや犠牲者を追悼する気持ち、平穏に暮すことができることのありが
たさに気づかされる大変貴重な時間となった。

片瀬地区青少年支援
フォーラム
Half　Moon

27 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

防災教育
「防災巻の作成
を通して自分の
いのちを守る」

　自分を主人公として、災害（地震）にあったときの物語を書かせた。具体的に設定し物
語を書くことで、災害時の様子をイメージしやすくなり、どんな危険があるのか、どんな
対策をすればよいのかを考えることができた。また、ハザードマップを参考に具体的な避
難経路も考えることができた。この授業を通して、住んでいる地域で起こりうる危険につ
いて気づくことができた。

防災巻の作成を通して、
災害時のイメージがしや
すくになり、具体的な状
況や対応が想像できた。
(東京大学目黒研究室)

28 湘南三浦 中２
総合的な
学習の時

間
平和学習

　３年次の広島・京都の修学旅行に向けて、戦争に関連し映画（ＤＶＤ）を視聴し、戦争
や平和について深く考える機会とした。

・原爆死ヒロシマ～72年
目の真実
・夏服の少女たち～ヒロ
シマ昭和20年



29 湘南三浦 中２
総合的な
学習の時

間
平和学習

学校と長崎市をインターネット会議システムにより接続し、長崎原爆の説明と講話者
（被爆者）の紹介の後、被爆証言を写真や絵とともに聞いた。被爆者の生の声を聞くこと
により、平和そして命の尊さについて考えるきっかけとなった。悲惨な写真は目を覆う生
徒もいたが、感想ではこのような学習の機会を与えてもらえたことへの感謝のことばが多
数であった。

長崎原爆死没者追悼平
和記念館

30 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

みんなで笑顔
に！

　保護犬や介助犬育成にたずさわっている方から、生き物を取り巻く現代社会の様々な課
題を聞いた。様々な事情から「捨てられる」動物たち、ハンデを持って生まれた動物につ
いて、命を預かる責任について学んだ。またハンデがある人をサポートする犬の実演を見
るとともに、人間ではなく犬だからこそできることを知った。

講演会
１学年で実施
講師はＮＰＯ法人で活
動されている方。

31 湘南三浦 中複合
総合的な
学習の時

間

ヒロシマで起き
たこと

3年次の修学旅行で、平和記念館を訪れることを見越して、戦争と平和、核兵器の脅威
について学んだ。1年生は、地元藤沢で起きた出来事や戦争当時の様子を職員が作った資
料を基に知るとともに、原子爆弾の被害に遭った方の資料をみんなで読み、感想をまとめ
た。2年生は、”原爆”をテーマに、ヒロシマで起きたこと、原子爆弾の威力とはどんな
ものか、なぜヒロシマが選ばれたのかなどを中心に、生徒が自分で調べたことを模造紙に
まとめ、掲示した。

1，2年で実施。1年は教
員が作った資料を基に、
感想をまとめた。2年は
自分たちで調べたことを
班活動で模造紙にまとめ
掲示した。

32 湘南三浦 中３
総合的な
学習の時

間

よりよい人間関
係

　自立に向かう思春期の不安定な心について理解し、自他の気持ちの揺れや対処の仕方に
ついて話し合い、よりよい人間関係を築いていくために大切なことを考えた。

養護教諭

33 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間
交通安全教室

　市内には道幅の狭い箇所や見通しの悪い箇所も多く、自転車に乗った中学生自身が怪我
をするだけでなく、歩行者に怪我を負わせてしまう事例も多く発生している。交通事故の
被害者にも加害者にもなりうることの恐ろしさや、具体的な交通ルール・マナー等を、体
験を交えながら学ぶことで、自らの交通マナーを考えるよい機会となった。

警察官・市役所職員

34 湘南三浦 中２
総合的な
学習の時

間

福祉学習
「人と人とのか
かわり」

　「福祉について体験し、共生社会の一員として自身のできることを考える」ことをめあ
てとし、手話・点字・パラスポーツ（シッティングバレー）の体験を行った。生徒は、手
話・点字体験では、障害者と健常者が別世界で生活していることを感じ、聴覚・視覚障害
の有無に関わらず、すべての人が共通言語として身に付けることによって、もっと世界を
共有すべきだという考えに至った。また、パラスポーツ体験では、他者を理解し、相手が
できることを探し、良さを見つけていかすことが大切だという考えをもつことができた。

講師依頼せず、教員に
よる授業。
社会福祉協議会より点
字機を借用。



35 湘南三浦 中２
総合的な
学習の時

間

平和学習
「なぜ今平和に
ついて考えるの
か」

　「日本の過去に起こった戦争について学び、平和についての自分の考えをもつことがで
きる」ことを目的とした。一年間の取り組みとして、調べ学習・被爆伝承者の講話・平和
記念公園や資料館の見学等により、戦争や平和についての知識を深めながら、生徒が自分
なりの考えを深めていかれるような構成とした。戦争体験者が減少している中、「過去を
学ぶことで、自分たちが今何をすべきか考え、将来平和を築ける人間になるために、平和
について考えることが大切である」という考えに至った生徒もいた。

2年次から3年次にかけて
学習。
・NHKライブラリ「サダ
コ」視聴
・被爆体験伝承者派遣
・広島修学旅行
等を含む。

36 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間

地域学習
環境学習

　学校裏手の「千の川」の環境調査を通し、そこに生息している生き物にふれた。
小魚等を教室で飼育し始め、その観察を通じて生き物の生き死にについて考えるきっかけ
となった。

茅ヶ崎市景観みどり課
による出前講座

37 湘南三浦 中３
総合的な
学習の時

間

アニメ「ヒロシ
マに一番電車が
走った～広島原
爆から～

　広島・京都修学旅行を計画している中学３年生の平和学習の一つとし扱った。アニメを
通して、廃墟となった街や人々の悲惨な状況を知った生徒は、戦争の残酷さを痛感し、多
くの人のいのちと平和な日常を奪う戦争や核兵器は絶対にあってはいけないと感想をもっ
た生徒もいた。

アニメ「ヒロシマに一
番電車が走った～広島
原爆から～

38 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間
福祉体験学習

　【「視覚障がいと点字」についての講演・点字作成体験】講演会は落ち着いた雰囲気で
講師の話を聞き、視覚に障がいをもった人の立場を深く考えるきっかけとなった。点字作
成体験では、作成した点字を講師に読んでもらうという貴重な体験ができた。振り返りに
は、普段の生活の中でも互いに助け合う気持ちを忘れないで生きることが大切である、等
の記述が多くみられた。
　【車椅子・白杖体験の実施】普段何気なく歩いている通路であっても車椅子や白杖では
困難が多いことに気づき、「誰もが住みやすい環境づくり」について考えた。

【講師】
三浦市在住の方で、毎
年講演と点字指導をお
願いしている。
【車椅子･白杖体験】
三浦市社会福祉協議会

39 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間
防災減災学習

　東日本大震災の時、３歳だった生徒たちの中には震災での被害をほとんど知らない生徒
もいる。阪神淡路大震災や東日本大震災の事例を学びながら「いのちを守る」ということ
について考えた。中学生になり、特に「自分のいのちを守る」だけでなく「家族や地域の
いのちを守る」という自助・共助の意識をもち学習を進めた。特に地域の課題である高齢
者を守るために日常や避難所で「中学生にできること」を考えた。

社会福祉協議会の高齢者
対応をされている職員、
栄養士。
保健所の高齢者の食事指
導をしている職員。
消防署より心肺蘇生訓練
用人形。

40 湘南三浦 中複合
総合的な
学習の時

間
貧困

　SDGSを通して、世界の貧困について調べ学習をした。各自でレポートをまとめ発表する
なかで、今まで気づかなかったことに気づき、日常生活にも生かせることが増えてきた。
外部講師の先生の授業では、環境や経済と貧困のつながりが強いことも学ぶことができ
た。

調べ学習
外部講師

41 湘南三浦 中１
総合的な
学習の時

間
平和学習

　平和とは何か、平和のために何が必要かを多角的に考えることを通して、戦争紛争や貧
困飢餓・人種差別などにも触れながら、人間が平和な世の中で生き、命を育み、つないで
いくことの尊さを理解する。



42 湘南三浦 中複合
総合的な
学習の時

間

防災学習
「避難経路図と
火災時の避難方
法を把握しよ
う」

　iPadを使用し、ロイロノートで行った。実際の避難経路図に書き込んだり、クラスメイ
トと共有をしたりしながら基本型の避難経路図を確認した。また、「もし、自分が教室に
いて調理室で火災があったらどう避難するか」を考え、基本型とは違う避難の仕方を学習
した。
　最後は、火災時の注意点を話し合い、避難するときのポイントを確認した。
　生徒の振り返りには、「どんな経路で何に気を付ければいいかを考えさせられた」「日
頃から、ここの場所は危険だなと、あらかじめ確認しておこうと思った」などの意見が
あった。
　避難訓練をする前の年度当初に行うと効果的だと感じた。

授業者は各担任。
ロイロノートでスライ
ドを作成し、全校共通
で使用した。

43 湘南三浦 中３
総合的な
学習の時

間
平和教育

　広島修学旅行に向け学習を重ねることにより、平和の尊さについて学び考えた。（数回
実施）
１　「原爆死～広島　７２年目の真実」
NHK放送の映像を見て、命の大切さを学んだ。
２　新型コロナウイルス感染症の影響で実際には修学旅行にはいくことができなかった
が、広島平和記念公園でのセレモニー開催に向けて群読や合唱の練習を通して、平和と命
に関する意識を高めた。

44 県央 中２
総合的な
学習の時

間

薬害を学ぼう
どうすれば防げ
るのか？なぜ起
こったのか？

　薬害と呼ばれている医薬品等による健康被害を知るとともに、その発生の過程や社会的
な働き等を学ぶことを通じて、自他のいのちを守りあえる安全・安心な社会の在り方等を
考えた。

学級担任
薬害を学ぼう
（厚生労働省）

45 県央 中３
総合的な
学習の時

間

生命と性の健康
教育

　奇跡的な生命誕生についての話から始まり、生徒も自分の命がわずかな確率で誕生した
ことに驚き、性の「生殖性」「快楽性」「連帯性」を理解し、その神秘性や尊さ、親への
感謝の気持ちを持つことができた。一方、講師の助産師として経験した事例で、心も身体
も社会的にも未熟な若者の妊娠・出産と悲しい現実を話され、踏み込んだ話に衝撃を受け
ながらも、いのちを守り育てていくことの覚悟や責任の重さを感じることができた。ま
た、講師から出されたテーマをもとに話し合いの時間の場面があり、主体的に考えながら
性の商品化や相手の気持ちを無視した性行動について真剣に考え、活発に意見交換をして
いた。

講師：昭和大学保健医
療学部　看護学科／助
産学専攻科　教授

46 県央 中１
総合的な
学習の時

間

生命誕生・生命
尊重

　人が一人生まれるまでの確率や動画、新生児の人形などを用いて、命の大切さを考えさ
せた。今の自分は過去の先祖があっての自分だと改めて認識することができた。自分が生
まれてくるまでに、想像以上の人が関ってきていることにも気づくことができた。

生命誕生ワークシート
TV番組のDVD

47 県央 中複合
総合的な
学習の時

間

いじめ防止の取
り組み

　「林中きらきら川柳・きらきら短歌」として、お互いの良さを見つけ認め合う活動とし
て、川柳や短歌を全生徒に書かせる取り組みを行った。その中から優秀作品を学級委員会
で選んだ。生徒会本部が生徒集会で朗読、放送委員会は昼の放送で朗読、新聞委員会は新
聞に掲載した。

全校生徒対象
〈資料〉
生徒会作成資料
「キラキラ川柳・キラキ
ラ短歌をつくろう！」



48 県央 中２
総合的な
学習の時

間

生命と性の健康
教育

　性教育講演会を聞き、性に関する基礎的・基本的事項を正しく理解させ、自己の性に対
する認識をより確かにさせるとともに、人間尊重、男女平等の精神に基づき、男女の人間
関係や現在及び将来の生活における性に関わる諸問題に対して、適切な意思決定や行動の
選択ができることを目指した。

〈講師〉
昭和大学保健医療学部
看護科教授。

49 県央 中複合
総合的な
学習の時

間

ＩＳＳ（イン
ターナショナル
セーフスクー
ル）

　安心安全な学校環境づくりを目指すインターナショナルセーフスクール（ISS）の活動
の一環で、「正しい自転車の乗り方」をテーマに話し合った。全学年自転車の交通安全に
ついて、ＤＶＤを観た後、自分たちの地区の危険な箇所の有無や、自分の命を守るために
大切なことが何かについて話し合い活動を行った。また、自分自身の行動を振り返り、話
し合いをした。各学年で活発な話し合いが行われ、現在の本校生徒が抱える安全上の課題
を自分たちで見出すことができた。

全校生徒対象
自転車事故防止DVD

50 県央 中１
総合的な
学習の時

間
安全教育

　中学生による自転車事故が連日報道されている中で、加害者にも被害者にもなり得ると
いう観点で、実際の事故の実態や被害の重大さについて学習した。どうすれば防ぐことが
できるかについて話し合った。

コロナの関係で対面の講
演ができないため、ＤＶ
Ｄを視聴した。「一瞬の
過ち　失われた未来」

51 県央 中１
総合的な
学習の時

間
防災学習

　防災マップの作成
　災害・避難所開設の映像の視聴

教材：海老名市防災学習
テキスト
「災害から命を守る」

52 県央 中３
総合的な
学習の時

間

平和学習
「平和について知
見を広め、深く理
解し、平和実現に
向けた自分たちの
役割について考察
する」

　３年間の平和学習を通して、３年生では広島修学旅行において現地での被ばく体験伝承
講話を聴いた。原爆投下の事実を受け止め、絶対に忘れてはならないこと、伝え続けるこ
との大切さを学んだ。自分にできることを考え、平和の輪を広げていくこと、今この世界
に生きていることへの感謝の気持ちを持つ生徒が多く見られた。

講師は、被爆体験伝承
者・被爆体験証言者ヒ
ロシマ　ピース　ボラ
ンティアの方

53 県央 中１
総合的な
学習の時

間

助産師が伝える
いのちのはなし

　助産師を招いて、「思春期の性」についてお話しいただいた。思春期の心とからだの変
化、妊娠から出産までの経緯、生命の尊さ、望まない妊娠、性感染症、自分と大切な相手
を守ることの重要性（避妊）についての講義を聞き、自分と大切な人を守る行動を知るこ
とができた。まだ性について深く考えたことがなかった生徒も多くいたが、身近な問題で
あることを認識し、近い将来の自分のことと捉えられている様子だった。

神奈川県助産師会から
派遣された助産師
パワーポイントを使用

54 県央 中１
総合的な
学習の時

間
　防災教育

　自然災害の危険を理解し、自らの安全を確保する行動や日常の備えができるように調べ
学習をおこなった。「南海トラフ巨大地震対策」の映像では、今後起こりうる被害を理解
し、命を守る行動を考えることができた。各自自然災害の小テーマを決め、それが起こっ
たときの対策を考え、共有することができた。

内閣府の防災情報の
ページ内(南海トラフ
巨大地震対策」（映
像）

55 県央 中２
総合的な
学習の時

間

命を守ることを
考える「学ぼう
防災」

　自然災害にはどんなものがあるのか。自分たちの住んでいる地域ではどんな被害が考え
られるか。また、日頃からどんな備えをしているかを話し合い、自分の命を守ることにつ
いて考えた。

NHK　forschool「学ぼ
うBOUSAI」被災地から
学ぶ「校長先生」「工
場長」視聴



56 中 中複合
総合的な
学習の時

間

生き方・命の尊
さを学ぶ講演会
「被爆体験伝承
講話」

　被爆当時の様子、被爆された方がその後の人生で受けた差別や偏見の話をしていただい
た。講演会後に生徒が書いた感想には、「自分の想像以上に大変なことで恐ろしいこと、
すごく辛いことだったのだと感じた」「戦争というものが二度とあってはならない事だと
感じた」「一切罪のない、関係のない人が巻き込まれて辛い思いをしたり、命を奪われる
のは、かわいそうだ」「被爆された方が何を思って生きていたのかを知れた」「言葉の力
の方が、心に傷がつくことがあることが分かった」「今が幸せだと感じた」「戦争にあっ
て辛い思いをした人の分、自分達がその辛さをしっかり理解して、一生懸命生きていきた
いと思った」などがあり、生き方や命の尊さについて真剣に考えるきっかけとなった。

講師は、公益財団法人
広島平和文化センター
が委嘱している被爆体
験伝承者
被爆当時の写真やイラ
スト等が記載されてい
るスライドを映写

57 中 中２
総合的な
学習の時

間
福祉体験

　車いす操作法、高齢者疑似体験、視覚障がい者の理解と点字体験、視覚障がい者の理解
と誘導法体験、聴覚障がい者の理解と手話体験、盲動犬との関わりと６グループに分かれ
て、体験活動を行い、講師の講話を聴いた。
　体験活動では、当事者の困り感や、危機感、様々な葛藤を身近に感じることができた。
また、初めて体験したことで今までの自らの振る舞いを振り返り、あの時こうしたらよ
かった、と考える生徒もいて、体験活動によって、生徒が自分事として捉えることができ
たと考える。
　講話では実際の当事者の話を聞くことができ、生徒たちも体験したことにより当事者意
識も共感しやすく真剣に学ぶことができた。

講師
平塚市社会福祉協議会
等

58 中 中１
総合的な
学習の時

間
SDGｓ

　「つながる陸と海のいのち」をテーマに自然界のいのちのつながりを学び、地球環境と
自分たちの生活がつながっていることを実感し、未来の食糧事情につながっていることを
考えさせる。SDGｓの「２.飢餓をゼロに」「３.海の豊かさを守ろう」の学びにもつなげ
ていく。
　海の生き物カードを使って食物連鎖を学び、動画を視聴する。海の生き物と私たちの生
活がつながっていることを学ぶ。クイズやワークシートを用いて取り組みやすくなってい
る。また、食物連鎖や私たちの生活の中で海の食糧資源の重要性や、陸とのつながりが、
今のままだと未来にはつながらないことを学び、どうしていくべきかを考える授業であ
る。(予定)

株式会社　朝日新聞社
一般社団法人 日本鯨
類研究所

59 中 中３
総合的な
学習の時

間

「自分を大切に
するというこ
と」

　講師の先生による「自分を大切にするということ」という講演会を視聴した。その中
で、生徒たちはエイズに関する正しい知識や中学生に必要な性に関する知識を学ぶことが
できた。講演後の感想として「自分の命を守ることは相手の命を守ることでもあることが
わかった」や「命の大切さを心から感じることができた」などということを述べていた。
また、講演を視聴した保護者も「性に関することはなかなか家庭では話す機会がないの
で、学校でこのような講演会を催してくれてとても良かった」という感想を述べていた。

講師は山梨大学の先生



60 県西 中複合
総合的な
学習の時

間

薬物乱用防止

「薬物について
の正しい知識と
対応について」

　薬物とは何か、乱用とはどういうことかを学んだ。違法薬物は他人事ではない。テレビ
の中での出来事ではなく、身近にせまっている。繁華街だけでなく住宅街でも売買が行わ
れている。ネットで取引させることがあるので、危険なサイトに入らない。薬物の影響は
消えることなくいつでもフラッシュバックしてしまい、自分の命だけでなく他人の命も危
険にさらしてしまうものである。その入口で断る”断り方”をロールプレイで代表が行っ
た。
　質疑応答の際、街中で自分が知らない間にカバンに入れられていたとしても捕まるの
か、など、講演の内容を熱心に聞いて質問する様子が多く見られた。

講師：松田警察署生活
安全課、大学生ボラン
ティア２名
全学年で実施


